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値) ≧ 6.5 %”、“空腹時血糖値 ≧ 126 mg/dl”、“糖尿病治療の開始”のいずれかが認められた場合と定義した。 





SPSS version 21(SPSS Inc., Chicago, IL, USA) にて行った。 
【結果】解析対象者全体における追跡開始時の平均年齢は41.5歳、平均BMIは22.1 kg/m2であった。正常肝/非
過体重者群 (3564人, 平均 BMI 21,1 kg/m2)、NAFLD/非過体重者群 (379人, 平均 BMI 23.2 kg/m2)、正常肝/過
体重者群(335人, 平均BMI 26.6 kg/m2)、NAFLD/過体重者群(351人, 平均BMI 27.3 kg/m2) の4群に分けて解析
した。登録時の血液検査において、非過体重者群及び過体重者群のいずれにおいても、NAFLD を呈する群の肝機
能(AST, ALT, GGT)、中性脂肪、HbA1c、空腹時血糖値は正常肝群と比較し、有意に高値であった。NAFLD を呈す
る群の HDL は、正常肝群と比較し有意に低値であった。対象者を平均 12.8 年間追跡したところ、期間中に 351
人(7.6%)の糖尿病発症を認めた。それぞれの群の糖尿病発症者数(発症率) 及び 年齢・性別・糖尿病の家族歴・
飲酒量・喫煙歴・HbA1cで調整したハザード比(HR)は、正常肝/非過体重者群：91人(3.2 %)・HR 1.00（reference）、




過体重者群：13人(65.0 %)、正常肝/過体重者群：42人(50.0 %)、NAFLD/過体重者群：146人(93.6 %)であり、
追跡期間中にNAFLDが消失したにも関わらず糖尿病を発症した者が散見されたが、その臨床的背景に特徴的な所
見は無かった。また各群の糖尿病発症者の登録開始時の BMI と糖尿病発症時の BMI を比較したところ、正常肝/
非過体重者群（21.2±1.4→22.0±2.0）、正常肝/過体重者群（25.3±1.8→26.2±2.6）、NAFLD/過体重者群（26.6




















する結果も得られているが（unpublished data）、一部の者においては NAFLD が消失したにも関わらず糖尿病が
発症しており、そのような方々における糖尿病発症の要因を今後追及していく必要がある。 
